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5 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　４月２９日、歌長地区に約

４０匹のこいのぼりが設置さ

れ、春の空を元気に泳いでい

ます。「歌長すこやかクラブ」

（山下久良会長）が、子ども

たちの健やかな成長を願っ

て、毎年この時期に設置して

いるもので、今年で１７回目

になります。子どもたちとの

ふれあいも目的にしており、

この日は、会員４２名と地域

の児童と保護者２２名が協力

して、長さ１００㍍程度のワ

イヤーに地区の家庭から寄付

を受けたこいのぼりを結びつ

けました。５月中旬まで設置

される予定です。
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④
自
然
と
共
生
し
た　
　

　

  

町
づ
く
り
を
広
く
Ｐ
Ｒ

　

豊
富
な
自
然
や
町
の
ジ
オ
（
地
殻
特

性
）を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
は
、

自
然
と
共
生
し
た
町
づ
く
り
を
広
く
町

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
よ
り
、

　
　
　
　

  

地
域
活
性
化
に
貢
献

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
技

術
は
、
幅
広
い
産
業
が
関
係
し
ま
す
。

普
及
・
導
入
の
推
進
に
よ
り
市
場
拡
大

や
雇
用
の
創
出
を
促
し
、
地
域
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

⑥
非
常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　

     

確
保
に
活
用

　

既
存
の
電
力
系
統
に
依
存
し
な
い
自

立
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
非
常
時
の
緊
急
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
。

町政のうごきから

エネルギーの地産地消による元気なまち

「新温泉町エコ・コンパクトタウン構想」を策定
　新温泉町は環境に優しいエネルギーの導入を進めていきます

策
定
の
背
景
と
目
的

　

私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
は
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
資
源
の

枯
渇
や
地
球
温
暖
化
な
ど
が
世
界
的
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
に
お
い
て

も
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
3
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
全
性
、
分
散
性
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
太
陽
光
、

風
力
、
水
力
、
地
熱
と
い
っ
た
、
身
近

な
自
然
資
源
を
活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
要
望
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
海
、
山
、
川
、
温
泉
と
い

う
豊
富
な
自
然
資
源
を
抱
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
自
然
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
仕
組
み
の
構
築
に

よ
り
、
将
来
的
に
新
産
業
の
創
出
や
地

域
振
興
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
町
づ
く
り
の

機
会
と
と
ら
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
と

環
境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
環
境
に
良
く
）
と

エ
コ
ノ
ミ
ー
（
経
済
性
の
あ
る
）
の
連

係
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目

指
す
「
新
温
泉
町
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト

　環境に優しく自立した循環型町づくりを目指し、本町の自然環境や地域特性を生かした再生可能エ
ネルギーの活用に関する指針として「新温泉町エコ・コンパクトタウン構想」を本年３月に策定しま
した。

タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

構
想
の
策
定
を
契
機
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
と
構
想
に
沿
っ
た

検
討
、
研
究
を
進
め
、
可
能
な
部
分
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
町
づ
く
り
を　
　

　
　
　
　
　

   

目
指
し
ま
す

①
地
球
環
境
に
優
し
い　

　
　
　
　
　
　

  

町
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
化
石
燃
料

の
使
用
量
を
減
ら
し
、
地
球
環
境
の
保

全
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安

心
な
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
循
環
型
の
町
づ
く
り

　

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
の
依

存
を
減
ら
し
、
地
域
で
供
給
・
消
費
す

る
自
立
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
環
境
に
対
す
る　
　
　

　
　
　
　
　

  

意
識
の
向
上

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
見
直
し
、
環
境
改
善
の
意
識

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
環
境
意
識
を

高
め
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
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太陽光発電　　　公共施設への率先導入
　　　　　　　　一般家庭への導入補助
　　　　　　　　町民共同発電の導入検討
太陽熱温水器の一般家庭への導入補助検討

町政のうごきから

・空気熱  ・地中熱  ・地熱 ( フラッシュ方式 )  ・大規模水力

新エネルギー

・太陽光発電
・風力発電
・バイオマス発電
・地熱発電（バイナリー方式）
・中小規模水力発電（1,000kw 以下）

　　・バイオマス燃料製造

・太陽熱利用
・バイオマス熱利用
・温度差熱利用
・雪氷熱利用

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

　
　

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン　

　
　

燃
料
電
池　

な
ど

再生可能エネルギー

発電分野

燃料利用

熱利用分野

エネルギー
高度利用

「再生可能エネルギー」とは … 自然の活動によってエネルギー源が絶えず再生、供給  
　　　　　　　　　　　　　    される、地球の環境にやさしいエネルギーです。

今後展開する６つのプロジェクト

②温泉を活かす

①太陽を活かす

③風を活かす

④バイオマスを活かす

⑤水を活かす

⑥クリーンエネルギーを活かす

現在の利用状況を再認識・発信
温泉を利用したバイナリー発電の事業化可能性調査
経済の活性化につながる熱供給事業検討
その他の温泉エネルギーの活用（ペルチェ素子等）

公共施設でのモデル的導入検討
一般家庭への導入補助検討
風況の良い海岸沿い、山岳地帯での導入検討

公共施設への薪ストーブ・薪ボイラーの導入検討
バイオディーゼル燃料の製造・利用の拡大
廃棄物エネルギーの導入可能性調査

岸田川発電所の再認識・発信
農業用水を利用した小水力発電の導入可能性検討
集落の手による小水力発電導入促進
町内での適地調査実施検討

クリーンエネルギー自動車の導入検討等
新エネ・省エネ機器への導入助成検討

　

◆
構
想
策
定
の
経
緯
◆

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
に
８
名
の
町
民
と

３
名
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
「
新
温
泉
町

エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
策
定
委
員

会
」
（
森
田
仁
委
員
長
）
を
組
織
し
、
本
町

の
地
域
特
性
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦

存
量
や
利
用
可
能
量
の
ほ
か
、
昨
年
実
施
し

た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本

町
で
活
用
が
期
待
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
本
年
３
月
に

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

◆
構
想
の
構
成
◆

第
１
章　

エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想

　

と
は
（
背
景
・
目
的
、
社
会
情
勢
）

第
２
章　

新
温
泉
町
の
特
性
（
地
域
の
概
要
、

　

本
町
の
取
組
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
賦
存

　

量
・
利
用
可
能
量
）

第
３
章　

取
組
方
針
と
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
章　

推
進
に
向
け
て
（
町
民
・
事
業
者
・

　

行
政
の
役
割
、
推
進
体
制
）

資
料
編　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
用
語

　

解
説
、
策
定
委
員
会
に
つ
い
て

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

※構想の内容は町ホームペー
　ジにも掲載しています。

太陽光利用
アンケートにおいて認知度、導入意向
が高いため、地域への普及を進めます。
熱利用や非常用電源としても有用で
す。

温泉利用
町の特徴的な財産です。
既に熱利用では日本一の配湯事
業や施設利用がなされています。
さらなる温泉エネルギーの活用
を図ります。

小水力利用
農業用水路やため池、域内の小
河川を活用した小水力発電など
水エネルギーの活用を図ります。
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町政のうごきから
　

平
成
24
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、
鳥
取
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
3
月
30
日
に
鳥
取
市
役
所
に
お
い

て
岡
本
町
長
と
鳥
取
市
の
竹
内
市
長
が
、「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」

形
成
に
向
け
た
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
主
に
、医
療
、

観
光
、
福
祉
、
交
通
、
職
員
交
流
の
分
野
で
の
連
携
を
図
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」
に
参
画

　

本
町
は
、
古
く
か
ら
生
活
、
文
化
、
経
済
な

ど
の
つ
な
が
り
が
深
い
、
鳥
取
県
東
部
地
域
と

の
連
携
を
更
に
進
め
る
た
め
、
圏
域
全
体
の
生

活
基
盤
の
充
実
と
、一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
、

「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
ま
す
。

　

鳥
取
市
を
中
心
市
と
す
る
鳥
取
県
東
部
１
市

４
町
（
鳥
取
市
、
岩
美
町
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、

八
頭
町
）
は
、
既
に
平
成
22
年
３
月
に
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
新
た
に
本
町
が

参
画
し
、
１
市
５
町
で
定
住
自
立
圏
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

※
本
町
で
は
、
豊
岡
市
を
中
心
市
と
す
る
「
但

馬
定
住
自
立
圏
」
の
形
成
に
つ
い
て
も
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

生
活
基
盤
の
一
体
的
発
展
を
め
ざ
し

　
　
　

  「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成

　

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
鳥
取
・
因

幡
定
住
自
立
圏
の
現
状
と
課
題
、
将
来
像
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
将
来
像
の
実
現

の
た
め
、
協
定
に
基
づ
き
推
進
す
る
具
体
的
取

組
な
ど
を
示
し
、
鳥
取
・
因
幡
圏
域
の
生
活
基

盤
の
充
実
と
一
体
的
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
民
間
団
体
や
地
域
の
関
係

者
等
で
構
成
す
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

や
市
町
の
協
議
を
経
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

鳥
取
東
部
圏
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て

  
「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

鳥取県４町の関係町長ら立ち合いのもと協定書の調印式が
行われました。（中央が竹内鳥取市長と岡本町長）

＜圏域の概況＞

自治体 人口
（人）

面積
（k㎡）

事業所数

鳥取市 197,449 765.66 362

岩美町 12,362 122.38 28

若桜町 3,873 199.31 13

智頭町 7,718 224.61 30

八頭町 18,427 206.71 36

新温泉町 16,004 241.00 40

圏域全体 255,833 1,759.67 509
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広報しんおんせん（５月号）

町政のうごきから

―　定住自立圏構想とは　―

　地方圏で、安心して暮らせる

地域を各地に形成し、地方圏か

らの人口流出を抑制するととも

に、都市圏からの人の流れを創

出するため、総務省が全国的に

進めている施策です。

　都市機能を有する中心市と生

活圏を形成する近接の周辺市町

が互いに補完・連携し、地域の

個性やそれぞれが持っている資

源を結びつけることで、圏域と

しての魅力を高め、定住を促進

する生活機能の確保と充実を図

り、定住と自立、そして圏域へ

の人の流れを創出していくもの

です。

鳥 取 市 と 協 定 し た 連 携 事 項
◆生活機能の強化の分野

政策部門 連携事業 取組の内容

医　　療 自治体病院の連携
鳥取市立病院と公立浜坂病院の情報の共有や相補的な相互連携を行い
ます。

産業振興

因幡・但馬広域観光キャ

ンペーン

広域観光のガイドマップ作成や観光客の受入れ態勢の整備等を行いま
す。

山陰海岸ジオパーク推

進事業

ジオパークフォーラム、研修会等の開催、案内看板やリーフレットの
作成、ジオガイドの養成などを連携して取り組み、山陰海岸ジオパー
クの普及・啓発を行います。

福　　祉

社会福祉協議会各種相

談事業

鳥取市社会福祉協議会が実施する各種相談事業（法律、司法書士、人権、
身障、教育など）について圏域の住民に対象を広げます。

障がい児地域療育等支

援事業
在宅の知的障がい児の各種の相談・指導を圏域に対象を拡大します。

◆結びつきやネットワークの強化の分野
政策部門 連携事業 取組の内容

地域公共交通

ゆめぐりエクスプレス

バス運行

鳥取市と新温泉町を結ぶ定期バスの利用を促進し、生活交通の確保、
観光客の利便性向上の取組を行います。

JR 山陰本線の利用促進
鳥取市と豊岡駅間の快速列車（山陰海岸ジオライナー）の運行支援・
促進など、山陰本線の利用促進や利便性の向上を図ります。

道路等の交通イ
ンフラの整備

鳥取豊岡宮津自動車道

整備
早期整備を促進するため、関係機関への要望活動、啓発活動を行います。

安 心・ 安 全 の
ネットワーク

圏域内の災害支援
コリドー２１因但県境自治体会議に基づく圏域内の災害支援協定の充
実を図ります。

◆圏域マネジメント能力の強化の分野
政策部門 連携事業 取組の内容

人材の育成 合同職員研修等の実施
職員の能力、資質、政策課題対応能力を高めるため、合同職員研修を
実施し、圏域内自治体職員の人材育成を行います。
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５
校
の
伝
統
と
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、

　 

新
生
「
温
泉
小
学
校
」
が
ス
タ
ー
ト

温
泉
地
域
小
学
校
再
編
完
了
式

を
開
催

　

平
成
19
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
、
温

泉
地
域
に
お
け
る
小
学
校
５
校
の
再
編

が
完
了
し
（
平
成
22
年
：
温
泉
小
、
春

来
小
、
熊
谷
小
。
本
年
：
八
田
小
、
奥

八
田
小
）、
４
月
９
日
に
温
泉
小
学
校

で
再
編
完
了
式
（
町
・
町
教
育
委
員
会

主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
井
上
正
弘
校
長
が
「
ふ

る
さ
と
に
学
び
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
、

瞳
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の
三
谷

亮
太
さ
ん
、
上
村
瑠
菜
さ
ん
、
本
多
孝

太
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
新

た
に
温
泉
小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ

た
三
谷
さ
ん
は
「
全
校
生
が
仲
良
く
、

学
校
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
行
事
を
考

え
た
い
。」、
上
村
さ
ん
は
「
み
ん
な
と

仲
良
く
な
っ
て
運
動
や
児
童
会
な
ど
で

楽
し
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。」
と

学
校
生
活
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
本

多
さ
ん
は
、「
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
児
童
み
ん
な

川
元
顧
山
作
品
寄
贈
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　

感
謝
状
を
贈
呈

　

熊
谷
出
身
の
川
元
顧
山
画
伯
の
作
品

展
を
、
３
月
24
日
か
ら
４
月
11
日
ま
で

浜
坂
先
人
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

４
月
４
日
に
は
、
昨
年
５
月
に
画
伯
の

作
品
89
点
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
、

大
阪
市
の
西
光
院
住
職
の
金
澤
利
治
さ

ん
に
岡
本
町
長
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
作
品
展
で
は「
自
然
」や「
命
」

な
ど
画
伯
の
「
斬
新
な
夢
の
世
界
」
が

で
協
力
し
て
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
歓
迎
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。

　

再
編
の
完
了
に
あ
わ
せ
て
、
体
育
館

に
掲
げ
て
い
る
校
歌
を
、
新
た
に
毛
筆

で
書
い
て
い
た
だ
い
た
西
村
光
夫
さ
ん

（
熊
谷
）
に
町
長
が
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
歌

い
、
温
泉
小
学
校
の
歴
史
に
新
た
な
ペ

ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

―
問
合
せ
―

　

学
校
教
育
課　

教
育
総
務
係

　

℡
92
‐
５
６
２
７

西村光夫さんへの感謝状贈呈校歌を歌う児童たち

描
か
れ
た
作
品
35

点
を
展
示
し
、
来

館
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し

た
。

―
問
合
せ
―

浜
坂
先
人
記
念
館

℡
82
‐
４
４
９
０

児童代表あいさつ
左から三谷さん、上村さん、本多さん

町政のうごきから
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町政のうごきから
　

町
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
普
及
・
促
進
を
図
り
、
本
町
に
お
け
る

情
報
化
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
た
な
指
針
と
な

る
「
第
二
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
的

　

本
町
の
情
報
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
方
向
性
を
示

し
、
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
情
報
化
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
運
営
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
期
間

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

の
５
年
間

情
報
化
の
目
標

①
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現

②
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

③
行
政
事
務
の
効
率
化

④
情
報
基
盤
の
整
備
と
有
効
活
用

⑤
安
全
性
の
確
保

⑥
情
報
を
利
活
用
で
き
る
能
力
の
向
上

　

と
情
報
格
差
の
是
正

計
画
の
閲
覧
場
所

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
企
画
課
窓
口
、
温
泉
総
合
支
所
、

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

計
画
策
定
の
経
緯

　

本
町
で
は
平
成
19
年
度
に
「
新
温
泉

町
情
報
化
計
画
（
第
一
次
情
報
化
計

画
）」
を
策
定
し
、
情
報
通
信
基
盤
整

備
や
情
報
通
信
の
地
域
格
差
解
消
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
「
第
一
次
情
報
化
計

画
」
は
、
計
画
期
間
を
平
成
23
年
度
ま

で
の
５
年
間
と
し
て
お
り
、
平
成
24
年

度
以
降
も
引
き
続
き
、
本
町
に
お
け
る

情
報
化
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

新
温
泉
町
情
報
化
推
進
委
員
会
（
委
員

長
：
秦
野
諭
示
鳥
取
環
境
大
学
教
授
）

に
お
い
て
次
期
計
画
の
検
討
を
進
め
、

本
年
３
月
に
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

◆第一次情報化計画（平成 19 ～ 23 年度）で取り組んだ施策（主なもの）
・インターネット接続環境の整備促進（浜坂地域光ブロードバンド整備、　
　夢ネットインターネットの高速化等）

・携帯電話通信不能地域解消に向けた取り組み
・地籍調査業務システムの導入　など

◆第二次情報化計画（平成 24 ～ 28 年度）で取り組む施策（主なもの）

・町議会のインターネット配信
・医療現場における情報化の拡充
・地図情報のデジタル化の整備（統合型ＧＩＳの導入）
・情報分野の事業継続計画（ＢＣＰ）の策定
・ラジオ放送難聴解消に向けた取り組み　など計 58 施策

第
二
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
を
策
定

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
を

　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

節
電 

に
も
協
力
く
だ
さ
い

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
、
本
年
も
「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
も
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
町
主
催
の
会
議
等
に
出
席

す
る
場
合
は
、軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
目
的　

職
場
な
ど
で
の
適
正
冷
房
の

徹
底
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層

の
推
進
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
し
、
環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

文
化
の
定
着
、
発
信
を
図
り
ま
す
。

◆
期
間　

５
月
7
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
（
水
）

　

※
夏
期
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

　

状
況
か
ら
、
省
エ
ネ
運
動
の
一
層

　

の
推
進
を
図
る
た
め
５
月
７
日
か

　

ら
と
し
て
い
ま
す
。

◆
内
容　

　

①
適
正
冷
房
（
概
ね
28
℃
）
の
実
施

　

②
軽
装
勤
務
（
町
職
員
は
軽
装
で
勤

　

務
し
ま
す
。）

　
　

※
上
着
を
着
用
せ
ず
、
ノ
ー
ネ
ク

　
　

タ
イ
と
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

総
務
課
総
務
係　

℡
82
‐
３
１
１
１
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町政のうごきから
　 

第
67
回
但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
67
回
但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会
（
但
馬
杜
氏
組
合
主
催
）
が
、
４
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

醸
造
技
術
の
評
価
と
醸
造
技
能
の
更
な
る
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
年
は
、
夢
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
吟
醸
酒
75
点
、
純
米
酒
59
点
、
普
通
酒
44
点
が
出
品
さ
れ
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
褒
賞
授
与
式
で
は
、
審
査
長
の

大
阪
国
税
局
神
谷
昌
宏
鑑
定
官
室
長
か
ら
講
評
が
あ
り
、「
今
年
の
米
の
出
来
は
品
質
が
よ
く
、
冬
の
気
候
も
安
定
的
に
冷
え

込
み
、
酒
づ
く
り
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
品
質
は
紙
一
重
で
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
今
年
の
出
来
栄

え
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
。
酒
別
、
受
賞
者
、
醸
造
場
、
銘
柄
の
順
で
記
載
し
て

　

い
ま
す
。）　

【
最
優
等
賞　

兵
庫
県
知
事
賞
】

　

普
通
酒　

中
西　

亨
（
多
子
）　

田
治
米
㈴　
　
　
　

竹
泉

【
優
等
賞　

兵
庫
県
産
業
労
働
部
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

高
垣
克
正
（
千
原
）　

三
光
正
宗
㈱　
　
　

三
光
ロ

　

吟
醸
酒　

田
中
久
之
（
飯
野
）　

元
帥
酒
造
㈱　
　
　

元
帥
ロ

　

吟
醸
酒　

西
垣
昌
弘
（
岸
田
）　

亀
齢
酒
造
㈱　
　
　

亀
齢
イ

　

吟
醸
酒　

高
美　

稔
（
中
辻
）　

室
町
酒
造
㈱　
　
　

櫻
室
町
イ

　

吟
醸
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
ロ

　

純
米
酒　

山
本
隆
章
（
塩
山
）　

㈱
油
正　
　
　
　
　

初
日

　

純
米
酒　

中
西　

亨
（
多
子
）　

田
治
米
㈴　
　
　
　

竹
泉

　

純
米
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
ロ

　

普
通
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
イ

　

普
通
酒　

杉
岡
太
一
（
丹
土
）　

北
村
酒
造
㈱　
　
　

猩
々

【
優
等
賞　

新
温
泉
町
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

寺
谷　

保
（
飯
野
）　

川
鶴
酒
造
㈱　
　
　

川
鶴
ハ

　

普
通
酒
で
兵
庫
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
た
中

西
亨
さ
ん
は
「
気
候
の
よ
い
と
き
に
仕
込
み

が
で
き
、
温
度
管
理
に
注
意
し
て
米
の
う
ま

味
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
酒
づ
く
り
を
支
え
る
但
馬
杜
氏
に
よ
る
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町政のうごきから
　

４
月
26
日
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
、
美
方
青
年
会
議
所
（
美
方
Ｊ
Ｃ
）
に
よ

る
「
図
書
館
バ
ス
完
成
移
管
式
」
が
行
わ
れ
、
美
方
Ｊ
Ｃ
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
本
の
提
供
を
目
的
に
バ
ス
の
運
行
に
あ
た
る
日
本
青
年
会
議
所
近
畿
地
区

協
議
会
に
、
図
書
館
バ
ス
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
図
書
館
バ
ス
は
、
昨
年
９
月
ま
で
19
年
間
、
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
の
移

動
図
書
館
と
し
て
町
内
を
巡
回
し
て
い
た
「
さ
さ
ゆ
り
号
」
で
す
。
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
10
月
か
ら
は
新
し
い
さ
さ
ゆ
り
号
が
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
車
両
の
更
新

の
際
、
美
方
Ｊ
Ｃ
か
ら
旧
車
両
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
使
用
し
た
い
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
、
公
益
性
の
高
い
取
組
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
車
両
の
譲
与
を
行
い

と
話
す
な
ど
、
み
ん
な
笑
顔
で
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
に
は
、
同
組
合
か
ら
両
セ

ン
タ
ー
に
ハ
タ
ハ
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

―
問
合
せ
―

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

浜
坂　

℡
82
‐
１
３
９
７

　
　

温
泉　

℡
92
‐
１
０
８
２

ま
し
た
。

　

車
両
の
改
装
は
、美
方
Ｊ
Ｃ
の
ほ
か
、

若
者
活
動
団
体
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ  

Ａ
Ｃ
Ｔ
」

が
「
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
空
間

を
作
ろ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

内
装
の
装
飾
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
宮
城
県
の
沿
岸
部
を

中
心
に
５
月
下
旬
か
ら
月
に
１
回
運
行

予
定
で
、
町
内
の
各
小
学
校
の
児
童
な

ど
か
ら
寄
付
を
受
け
た
約
５
０
０
０
冊

の
本
に
、
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

つ
け
て
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

美
方
Ｊ
Ｃ
の
宮
脇
弘
樹
理
事
長
は
「

美
方
の
地
の
思
い
を
被
災
地
に
届
け
た

い
。
本
を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、

心
と
笑
顔
の
復
興
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

～
被
災
地
へ
の
思
い
を
バ
ス
に
乗
せ
て
届
け
た
い
～

 

美
方
青
年
会
議
所 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

　
　
　

図
書
館
バ
ス
に
本
を
乗
せ
被
災
地
へ

式
典
で
宮
脇
理
事
長
（
中
央
左
）
と
岡
本
町

長
（
中
央
右
）
か
ら
バ
ス
の
カ
ギ
と
運
行
許

可
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ホ
タ
ル
イ
カ

の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
４
月
20
日
に
水
揚
げ
日
本
一
を
誇

る
浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合
か
ら
、
浜
坂

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
温
泉
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
両
セ
ン
タ
ー
に
ホ
タ
ル
イ

カ
を
４
０
０
０
匹
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
、
毎
年
４
月
に
浜
坂

地
域
の
小
中
学
校
を
対
象
に
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か

ら
温
泉
地
域
の
小
中
学
校
に
も
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
月
に
１
回
の
季
節
感
の

あ
る
地
元
食
材
を
使
っ
た
両
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
統
一
メ
ニ
ュ
ー
の
日
で
、「
ホ

タ
ル
イ
カ
の
天
ぷ
ら
」
の
ほ
か
、「
三

尾
産
わ
か
め
汁
」、「
た
け
の
こ
ご
は
ん
」

「
ア
ス
パ
ラ
と
牛
肉
の
和
え
物
」
が
献

立
と
し
て
並
び
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
照
来
小
学
校
で
は
、
給

食
委
員
会
か
ら
「
地
元
の
味
、
春
の
味

を
し
っ
か
り
と
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
タ
ル
イ
カ
の
目
を
漁
協
さ
ん
が
一
つ

ず
つ
取
り
除
い
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝

し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。」
と
放
送

が
あ
り
、「
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
い
。」

旬
の
味 

ホ
タ
ル
イ
カ
を
食
べ
て
に
っ
こ
り
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　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているかを町民の皆さんに広く知っていた
だくために財政状況を公表しています。今回は、平成 23 年度予算の平成 24 年３月末現在の予算執
行状況、財産、町債や一時借入金の現在高についてお知らせします。
　なお、今回公表数値は３月末現在の数値で、平成 23 年度決算数値は出納整理期間（４月～５月）
を経て５月末に確定しますので、決算数値とは異なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー問合せー　総務課　財政係　℡ 82-3111

町の財政状況をお知らせします
（平成 24 年 3 月現在）

歳入と歳出の状況 町債、基金などの状況

　平成 23 年度一般会計予算の総額は、102 億
1081 万 8 千円です。
　収入済額は 91 億 8141 万 3 千円。予算額に
対する収入率は 89.9％です。また、支出済額
は 74 億 4183 万 6 千円、予算額に対する支出
率は 72.9％です。
　歳入、歳出の科目別の執行状況は、表１、２
のとおりです。

　町債は建設事業などを行うために借り入れたお金
で、一般会計の現在高は 141 億 2360 万円となっ
ています（表３のとおり）。借入先は、銀行などの
金融機関、簡易保険や年金などの政府資金、地方公
共団体金融機構資金です。
　また、一時的な支払資金とする一時借入金は、
10 億 5000 万円です（表４のとおり）。
　さらに、資金を積み立てている基金の合計額は
20 億 4599 万円となっています（表５のとおり）。

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町　　　税 1,448,716 1,427,328 98.5
地方譲与税 111,100 115,432 103.9
各種交付金 250,200 243,275 97.2
地方交付税 4,979,287 5,223,513 104.9
分担金及び
　　負担金 84,140 61,206 72.7

使用料及び
　　手数料 235,440 213,799 90.8

国庫支出金 503,059 445,949 88.6
県  支  出  金 765,172 387,829 50.7
財  産  収  入 23,504 19,680 83.7
繰　入　金 224,578 68,257 30.4
諸　収　入 384,032 343,378 89.4
町　　　債 1,201,022 631,222 52.6
寄　附　金 510 487 95.5
そ　の　他 58 58 100.0
合　　　計 10,210,818 9,181,413 89.9

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議　会　費 125,908 124,509 98.9
総　務　費 1,368,603 970,939 70.9
民　生　費 2,006,270 1,602,319 79.9
衛　生　費 984,352 876,016 89.0
労　働　費 15,064 13,128 87.1

農林水産業費 643,480 447,278 69.5
商　工　費 415,934 361,880 87.0
土　木　費 616,575 392,636 63.7
消　防　費 492,521 460,722 93.5
教　育　費 716,628 638,293 89.1
災害復旧費 263,006 48,796 18.6
公　債　費 1,671,619 1,411,284 84.4
諸  支  出  金 881,583 94,036 10.7
そ　の　他 9,275 0 0.0
合　　　計 10,210,818 7,441,836 72.9

　表２  歳出　表１  歳入

町政のうごきから



11

　表５  基金の現在高
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会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,050,919 1,675,094 81.7 1,946,881 94.9
介護保険事業特別会計 1,458,407 1,110,591 76.2 1,306,046 89.6
浜坂地区残土処分場事業特別会計 38,349 39,769 103.7 13,146 34.3
温泉地区残土処分場事業特別会計 18,441 7,290 39.5 14,466 78.4
コミュニティ・プラント事業特別会計 101,808 15,513 15.2 95,311 93.6
簡易水道事業特別会計 59,072 45,268 76.6 51,528 87.2
七釜温泉配湯事業特別会計 11,194 10,503 93.8 4,829 43.1
下水道事業特別会計 951,154 214,292 22.5 853,396 89.7
後期高齢者医療特別会計 188,285 121,985 64.8 164,444 87.3

合　　　　　　　計 4,877,629 3,240,305 66.4 4,450,047 91.2

　　 （単位：千円）
財政調整基金 1,060,505
地域振興基金 310,429
ふるさとづくり基金 316
土地開発基金 49,697
減債基金 41,259
ふるさと水と土保全対策基金 2,594
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整運用基金 239,753
国民健康保険直営診療所基金 110
介護保険給付費準備基金 46,029
下タ山公共建設残土処分場事業基金 79,434
十字谷残土処分場整備基金 84,472
七釜温泉配湯事業施設整備基金 37,196
生活排水処理事業基金 66,347
二日市温泉配湯事業施設整備基金 3,636
浜坂簡易水道事業施設整備基金 24,080

合　　　　計 2,045,990

（単位：百万円）
会　　計　　名 町債残高

一般会計 14,123.6
コミュニティ・プラント事業特別会計 259.2
簡易水道事業特別会計 71.5
下水道事業特別会計 7,818.7
水道事業会計 1,940.1
浜坂病院事業会計 1,223.3

合　　　　計 25,436.4

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金残高

一般会計 300,000
公立浜坂病院事業会計 750,000

合　　　　計 1,050,000

　（特別会計）

※企業会計３事業（病院事業、水道事業、浜坂温泉配湯事業）
の財政状況は、3 月末が決算となるため、決算公表時に確定
数値として公表します。

　表３  町債の残高

　表４  一時借入金の残高

国民健康保険事業の貴重な財源です
期日までに納めましょう

国民健康保険税第 1 期 納期限
５月 31 日（木）

　納税には便利な口座振替制度もご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額の確認をお願いします。

税務課　℡８２－３１１３

町政のうごきから

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
１
日
付

採
用

▼
阿
江　

竜
介

　
　
　
（
公
立
浜
坂
病
院
内
科
副
部
長
）

―
問
合
せ
―

　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１
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◆
注
意
事
項　

政
治
や
宗
教
、
営
利

を
目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で

き
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
質
疑
や
意
見
は
お
受
け

し
ま
す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
居
住
、
勤

務
ま
た
は
通
学
す
る
方
で
、
10
人
以

上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

◆
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

◆
会
場　

町
内
の
会
場
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
使
用
料
や
準
備
、
講
座
の

運
営
は
申
込
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
費
用　

講
師
（
職
員
）
の
派
遣
は
無

料
◆
申
込
方
法　

代
表
の
方
は
、
開
催
希

望
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
役
場
・
企

画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
出
前
講
座
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　「
介
護
予
防
」「
消
費
者
問
題
」
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
が
人
気
で
す

平
成
23
年
度
の
開
催
実
績

◇
実
施
講
座
数　
　

33
講
座

◇
延
べ
受
講
者
数　

１
，
３
３
９
人

◇
主
な
利
用
団
体　

す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
、
地
区
、
婦
人
会
な
ど

◇
人
気
メ
ニ
ュ
ー　

　

介
護
予
防
講
座　
　
　
　
　

９
件

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
８
件

　

悪
徳
商
法
に
負
け
る
な　
　

７
件

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

くらし
夢
つ
ば
め
（
新
温
泉
町
民

バ
ス
）
の
利
用
促
進

企
画
課

町
税
の
し
く
み
と
役
割

税
務
課

戸
籍
と
住
民
票
の
は
な
し

町
民
課

水
道
事
業
の
し
く
み

上
下
水
道
課

暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
下

水
道

上
下
水
道
課

浜
坂
の
温
泉

上
下
水
道
課

人権
人
権
に
つ
い
て
学
ぼ
う

総
務
課

人
権
教
育
の
現
状
と
課
題

社
会
教
育
課

防犯・防災・安全
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
！

町
民
課

簡
単
に
儲
か
る
話
っ
て
本

当
に
あ
る
の
？

町
民
課

契
約
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

町
民
課

ネ
ッ
ト
と
携
帯
の
落
と
し

穴

町
民
課

防
災
・
防
火
講
座

町
民
課

健康・福祉・医療
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

健
康
課

健
康
講
座

健
康
課

介
護
保
険
制
度

福
祉
課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

福
祉
課

介
護
予
防
講
座

福
祉
課

ま
ち
の
子
育
て
支
援

福
祉
課

福
祉
制
度

福
祉
課

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体

制
に
つ
い
て

公
立
浜
坂
病
院

公
立
浜
坂
病
院
事
業
の
業

務
内
容
に
つ
い
て

公
立
浜
坂
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

利
用
案
内

公
立
浜
坂
病
院

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

環境
環

境

問

題

と

Ｉ

Ｓ

Ｏ

１
４
０
０
１
に
つ
い
て

総
務
課

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

企
画
課

分
け
れ
ば
資
源
！
ご
み
分

別

町
民
課

産業・観光
ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ぶ
！

　
　
　
　
　

  

い
な
か
体
験

商
工
観
光
課

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を

楽
し
も
う

商
工
観
光
課

新
温
泉
町
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト

商
工
観
光
課

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

商
工
観
光
課

農
林
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

水
産
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

畜
産
業
の
現
状
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

まちづくり
地
籍
調
査
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

道
づ
く
り

建
設
課

道
路
の
果
た
す
役
割
に
つ

い
て

建
設
課

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

ま
ち
の
景
観
形
成
に
つ
い

て

建
設
課

都
市
計
画
と
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り

建
設
課

教育・文化
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
課

新
教
育
課
程
に
つ
い
て

学
校
教
育
課

ま
ち
の
文
化
財
を
知
る

社
会
教
育
課

相
撲
実
技
講
座

社
会
教
育
課

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
公
民
館
講
座

浜
坂
公
民
館

温
泉
公
民
館

暮
ら
し
の
中
に
図
書
館
を

加
藤
文
太
郎

記
念
図
書
館

　

ま
ち
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
出
前
講
座
」

を
6
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る

学
習
会
な
ど
に
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、

町
が
行
っ
て
い
る
施
策
や
住
民
生
活
に
必
要
な

情
報
を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
　
皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
度
に
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
受
け
付
け
た
相
談
件
数
は

85
万
件
以
上
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

未
公
開
株
や
転
換
社
債
に
関
す
る
相
談

が
約
13
万
件
あ
り
、
昨
年
よ
り
増
え
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
す

　

Ａ
社
の
未
公
開
株
を
勧
め
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
前
後

に
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
届
い
て
い
な
い

か
。
Ａ
社
は
有
望
な
会
社
で
値
上
が
り

確
実
。
た
だ
Ａ
社
の
未
公
開
株
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
ら
れ
て
き
た
人
し
か
購

入
で
き
な
い
。
２
倍
で
買
い
取
る
の
で

代
わ
り
に
購
入
し
て
ほ
し
い
」
と
Ｂ
社

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
信
用
し

て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

「
劇
場
型
詐
欺
」

　

複
数
の
業
者
が
共
謀
し
、
消
費
者
に

お
金
を
払
わ
せ
る
た
め
に
、「
売
り
手
」

と
「
買
い
手
」
に
わ
か
れ
、
芝
居
の
よ

う
に
勧
誘
す
る
こ
と
か
ら
「
劇
場
型
詐

相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

欺
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。「
限
ら
れ
た
人

し
か
購
入
で
き
な
い
」「
高
値
で
買
い

取
る
」
な
ど
消
費
者
心
理
を
あ
お
り
、

権
利
や
未
公
開
株
な
ど
を
購
入
さ
せ
る

詐
欺
の
手
口
で
す
。

　

実
際
に
消
費
者
が
利
益
を
得
ら
れ
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
月
間
事
業
（
夜
間
・
休
日
相
談
）

◆
夜
間
相
談

　

５
月
15
日
（
火
）
午
後
６
時
～
９
時

◆
休
日
相
談

　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

◆
相
談
場
所

　

い
ず
れ
も　

温
泉
総
合
支
所

※
休
日
・
夜
間
相
談
に
限
り
事
前
の
予

　

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

議会
新
温
泉
町
議
会
の
概
要

議
会
事
務
局

情報・行政経営
情
報
公
開
制
度
の
し
く
み

総
務
課

新
温
泉
町
の
財
政
に
つ
い
て

総
務
課

電
子
自
治
体
に
つ
い
て

総
務
課

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
　
　
　
　

  

行
財
政
改
革

総
務
課

人
材
育
成
基
本
方
針

総
務
課

広
報
紙
の
で
き
る
ま
で

企
画
課

情
報
社
会
と
地
域
の
振
興

企
画
課

夢
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て

み
よ
う

企
画
課

公
会
計
の
し
く
み

出
納
室

※
担
当
課
は
、
本
庁
の
課
を
記
載
し
て

い
ま
す
が
、
講
座
の
内
容
に
よ
っ
て

は
温
泉
総
合
支
所
の
地
域
振
興
課
が

担
当
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
４　
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料　
　
　

　
　
　
　
　
　

免
除
制
度 

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
と
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。(

学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。)

◆
申
請
免
除
制
度
◆

　

保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全

額
免
除
」
と
、一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
４

分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の

１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

※
全
額
免
除
以
外
は
、
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
全
員
が
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方

②
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
、
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止

の
あ
っ
た
方

期
間
に
は
入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
対
象

　

30
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
（
配
偶

者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
前
述

の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
準
備
し
て
、
健
康
課
か

温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

❶
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
）

❷
印
鑑

❸
失
業
等
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、「
離
職

票
」、「
退
職
辞
令
」
の
写
し
な
ど

❹
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
う
ち
、

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
い
る

場
合
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で
交
付
さ
れ
る
そ
の
方
の
平
成
22
年

中
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
の
証
明
書

※
平
成
24
年
７
月
分
か
ら
平
成
25
年
６

月
分
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
今

年
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

（
昨
年
７
月
分
か
ら
今
年
６
月
分
ま

で
の
申
請
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

を
前
年
度
に
承
認
済
の
方
で
、
継
続

審
査
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
、
平

成
24
年
７
月
以
降
に
平
成
24
年
度
分

の
審
査
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

　

日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年

所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別
障

害
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
◆

　

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険
料

の
納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度
で

す
。

　

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
な
い

場
合
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
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広報しんおんせん（５月号）

　新緑の美しい矢城ヶ鼻を歩いていると、足もとには野
の花が、仰ぎみれば青い空を背に木の花がさまざまに咲
いています。
　灯台からさらに登っていくと、目線の先に見慣れない
白い花が咲いているのに気付きました。白い花と黄色い
花が混ざりあって咲いています。花の直径は 2 ｃｍほど
で、花

か

冠
かん

は 5 枚に深く切れ込んでいます。調べてみる
とスイカズラ科のキンギンボク（金銀木）で、咲き始め
の白い花と、開花後に黄色く変わっていく花の色から名
付けられたということでした。葉の形は卵形で対生して
います。対生とは一つの節から葉が 2 枚出ている付き
方です。花は一つの柄に 2 個付いていますが、果実は 2
個がくっついたままで実り、ちょうど瓢

ひょう

箪
たん

のような形を
しているので、別名ヒョウタンボク（瓢箪木）とも呼ば
れています。液果は 9 月頃に赤く熟して、とてもよく
目立ちますが、有毒です。
　兵庫県では準絶滅危惧種に指定されており、海岸近く
に自生するということです。町内では矢城ヶ鼻のほか、
居組海岸、千々見山遊歩道などでよく見られます。
　　　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

キ
ン
ギ
ン
ボ
ク
　

　
　（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）

 野草散歩（17)

「納付」「免除・納付猶予」「未納」の違い
障害基礎年金
遺族基礎年金 老齢基礎年金

受給資格期間 受給資
格期間

年金額
の計算

納付 ○ ○ ○
全額免除 ○ ○

△
一部納付 ○ ○

若年者猶予
学生納付特例 ○ ○ ×

未納 × × ×
　○　入ります　　×　入りません
　△ 免除の区分に応じて、２分の１から８分の
　　 ７が算入されます。

免除区分ごとの保険料（月額）
区分 保険料

全額免除・若年者納付猶予 0 円

４分の３免除 3,750 円
半額免除 7,490 円

４分の１免除 11,240 円

定　  額 14,980 円

　

浜
坂
中
学
校
生
徒
会
が
プ
ル
タ
ブ
や

空
き
缶
の
収
集
活
動
で
購
入
し
た
車
い

す
１
台
を
、
４
月
６
日
、
介
護
老
人
保

健
施
設
さ
さ
ゆ
り
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
生
徒
会
は
、
目
指
す
生
徒
会
の
ひ

と
つ
に
「
地
域
に
貢
献
し
、
信
頼
さ
れ

る
生
徒
会
」
を
掲
げ
、
そ
の
一
環
と
し

て
、生
徒
が
家
庭
か
ら
持
参
す
る
ほ
か
、

地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
３
年
間
で
約

５
５
０
㎏
収
集
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
に
は
、
３
月
に
卒
業
し
た
前
生

徒
会
４
人
と
新
３
年
生
の
４
人
が
代
表

で
出
席
し
、
入
所
者
か
ら
大
き
な
拍
手

で
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
生
徒
会
長
の
堀
江
太
朗
さ
ん
は

「
３
年
間
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の

で
、
使
っ
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
で

す
。
生
徒
会
の
伝
統
と
し
て
受
け
継
い

で
ほ
し
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

浜
坂
中
学
校
生
徒
会
か
ら
車
い
す
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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加藤文太郎
記念図書館

「５月のおすすめの本」
ご案内

ＮＨＫ日本の名峰　第１巻　北アルプス
小学館

日本の名峰が連なる北アルプスの雄大な
山容と四季の彩りの美しさをハイビジョ
ンの空撮映像のＤＶＤにして紹介してい
ます。北アルプスの山域地図の紹介や気
候、植物、生きものなどの自然学にも触
れ解説しています。

スチームケースで野菜たっぷりベジキッチン
　荒木典子 著／成美堂出版

忙しい方やお料理がちょっと苦手な方で
もスチームケースを使えば、手軽で満足
できる野菜料理が作れます。メインから
サブおかず、そして、デザートまで野菜
をたっぷりと味わえる充実レシピ 79 品
を紹介。これは重宝ものです。

笑うナース
　岸　香里 著／いそっぷ社

マンガ家であり、ナースでもあった著者
がナース時代のナースや医者、患者のエ
ピソードをおもしろおかしくイラストや
マンガを交えて紹介しています。病院の
話でこんなに笑っていいのでしょうか。

希望の筆
丘　修三 文／佼成出版社

ダウン症という障がいを持って生まれて
きた書家の金澤翔子さん。母と一緒に歩
んできた２４年間の道のりを紹介してい
ます。多くの人に感動と喜びを与える彼
女の書とその素顔に迫るノンフィクショ
ン物語です。

東北んめえもんのうた
　　　　長谷川義史 著／佼成出版社

東北を舞台に「んめえもん」満載の楽し
い遊び歌絵本です。岩手には、盛岡冷麺、
わんこそば…。宮城には、牛タン、笹か
まぼこ…。福島には、喜多方ラーメン、
薄皮まんじゅう…。それぞれご当地の有
名な場所、人物、名産物がたくさん隠れ
ています。探しながら読んでみて下さい。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『アンガスとあひる』 他
　◆と 　き　5月26日（土）午後2時～

 『ええところ』 他
　◆と 　き　6月 ９日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（５月号） 16

６月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

は休館日

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
６ ７ 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
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神
鍋
山
周
辺
に
は
約
70
～
１
万
年
前

の
火
山
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

神
鍋
山
は
約
２
～
１
万
年
前
に
噴
火
し

た
火
山
で
、
ス
コ
リ
ア
（
火
山
レ
キ
）

か
ら
な
る
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
の

山
で
、
山
頂
に
は
直
径
１
２
０
ｍ
、
深

さ
40
ｍ
の
噴
火
口
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

一
帯
に
は
こ
れ
ら
の
火
山
か
ら
流
れ
出

神
鍋
火
山
と
溶
岩
の
地
形

H24（2012）.5.10

広報しんおんせん（５月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　
　

　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 24

　

高
原
で
は
、
涼
し
い
気
候
を
生
か
し

た
高
原
野
菜
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
季
に
は
テ
ニ
ス
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
野
外
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
や
ス
キ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
豊
岡
市
の
神
鍋
山
で
す
。
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

神鍋火山の全景

八反滝 噴火口

ポ
ー
ツ
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
地
域

に
あ
る
火
山
の

地
形
を
見
学
し

て
み
ま
せ
ん

か
。

た
溶
岩
や

火
山
灰
の

低
地
・
高

原
が
で
き

て
い
ま

す
。
川
沿

い
に
は
滝

や
甌お
う

穴け
つ

（
岩
盤
に

で
き
る
円

形
の
穴
）

が
見
ら
れ

ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
　
　

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
ご
案
内
し
ま
す
！

ジ
オ
パ
ー
ク
館
に
案
内
シ
ス
テ
ム
設
置

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
で
、
３
月

30
日
、
館
内
案
内
シ
ス
テ
ム
が
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
使
っ
た
簡
単
な
操
作
で
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
情
報
を
入
手
で
き
る
も
の

で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
１
階
に
２
台
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
エ
リ
ア
内
の
主
要
な

ジ
オ
サ
イ
ト
を
地
域
別
や
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
、
地
史
別
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

各
ペ
ー
ジ
は
写
真
や
解
説
付
き
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

館
内
や
町
内
ジ
オ
サ
イ
ト
、
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
、
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
　
　
　
　

「
浜
坂
・
諸
寄
散
策
モ
デ
ル 

コ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
案
内
看
板
を
設
置諸寄駅に設置された案内看板

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
「
浜
坂
・
諸

寄
散
策
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
の
案
内
看
板

を
、
起
点
と
な
る
浜
坂
駅
と
諸
寄
駅
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、
散
策
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
23
年
度
に

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が

作
成
し
た
町
内
の
散
策
コ
ー
ス
、「
浜

坂
コ
ー
ス
」
と
「
諸
寄
コ
ー
ス
」
の
案

内
用
と
し
て
作
製
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
を
参
考
に
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 4 月 20 日現在

広報しんおんせん（５月号）

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（鳥取県東・中部～兵庫県北部）
ヤスケン 足場組立・

解体 30 以下 176 ～ 198
（町内全域）
㈱カイヤマグチ 現場技術員 不問 200 ～ 300

（浜坂地域）
㈲岡市組 土木作業員 不問 154 ～ 198
日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165 ～ 273
吾妻商事㈲ 施工管理 不問 200 ～ 300
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助 不問 133 ～ 138

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 35以下 160 ～ 200
㈱隆栄水産 ウェイター　

ウェイトレス 不問 130 ～ 170
㈲富士建設　グルー
プホームありがとう

看護師
准看護師 不問 176 ～ 220

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126

たじま農業協同組合
ケアマネー
ジャー 不問 193
介護支援業務 不問 193 ～ 228

㈱たじみや 経理総務事務 45以下 200 ～ 400
浜坂町漁業協同組合 観光船運

航管理 45以下 180
㈱メフォス 給食調理 59以下 132
㈱北近畿クボタ 機械修理工 39以下 153 ～ 220

営業 35以下 168 ～ 225
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 140
㈱扶桑興業 一般事務 35以下 132 ～ 140
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40以下 135 ～ 170
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35以下 137 ～ 200

㈲兵庫ライフサービス フロント 不問 139
フロント 59以下 135

㈱西沢製作所 溶接工 39以下 132 ～ 143
現場事務補助 不問 131

㈱温泉町夢公社 調理師・
施設管理 不問 140 ～ 150

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169 ～ 289
食品製造 64以下 132

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
ケービックス㈱ 旅館現場業

務リーダー 不問 170 ～ 230

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 128 ～ 144
調理員 不問 128

㈱とみや旅館 調理見習 不問 150 ～ 200

㈱寿荘 事務職 59以下 132
客室係 不問 198 ～ 242

沢田病院 事務員 35以下 130

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（但馬）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
（新温泉町、香美町）

たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180
（町内全域）
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000

（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 750 ～ 850
㈱トヨダ レジ・品出し 不問 740 ～ 880
㈲富士建設　グルー
プホームありがとう 介護員 不問 850
㈲山米鮮魚 加工員 不問 750 ～ 850

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 750 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

㈱メフォス
給食調理補助 59 以下 750
病院給食
調理補助 59 以下 750

㈱ナカケー
調理業務 不問 750 ～ 950
販売業務 不問 750 ～ 950
接客業務 不問 750 ～ 950
レジ業務 不問 750 ～ 950

㈱ＳＴＣ 事務職 不問 740
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800 ～ 900
リフレッシュサ
ロン　ゆらぎ 1/f リフレクソロジー 不問 900 ～ 1,100
㈱光商会 ガソリンスタンド 不問 750 ～ 1,000
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740 ～ 800
㈱西沢製作所 溶接工 不問 739

作業員補助 不問 739
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱儀式共済センター　
代理店  ヴェルージュ美方

営業・サ
ービス 不問 800

㈱御やどゆもと 調理補助 不問 750 ～ 800
客室係 59 以下 1,000

㈱井筒屋

料飲係 不問 950
管理サービス 不問 850
朝食係 不問 850
客室係 不問 1,185
昼食係 不問 950
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
75
―

農
地
を
守
る
た
め
の
貸
借
、
利
用
集
積
に
つ
い
て

広報しんおんせん（５月号）

　

町
内
に
お
い
て
も
、
基
盤
整
備
田
等

の
優
良
農
地
が
休
耕
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
所
有
者
の
協
力
・

理
解
も
必
要
で
す
が
、
集
落
、
隣
地
者
、

及
び
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
関
係
者
が
連
携
し
、
相

互
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
、
活
力
の
あ
る

農
業
と
な
る
よ
う
休
耕
農
地
を
少
し
で

も
解
消
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

基
盤
整
備
田
、
優
良
農
地
な
ど
の                    

利
用
集
積

　

利
用
集
積
す
る
こ
と
で
、
機
械
作
業

効
率
、
管
理
労
力
効
率
等
の
向
上
で
、

適
正
管
理
、
生
産
性
向
上
、
低
コ
ス
ト

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域

農
業
の
維
持
、発
展
を
図
る
た
め
に
も
、

担
い
手
等
を
確
保
・
育
成
し
利
用
集
積

を
推
進
し
ま
す
。

担
い
手
等
の
確
保

　

第
一
に
専
業
農
家
等
の
認
定
農
業

者
、
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
が
っ
て

い
る
集
落
営
農
組
織
が
適
し
て
い
ま

す
。
そ
の
組
織
確
立
・
活
性
化
を
支
援

し
ま
す
。

・
貸
し
借
り
の
期
間
が
終
了
す
る
前
に
、

双
方
へ
役
場
農
林
水
産
課
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
条
件

・
農
地
を
借
り
る
方
の
経
営
面
積
が
、

現
在
耕
作
し
て
い
る
面
積
と
利
用
権

設
定
面
積
を
あ
わ
せ
て
30
ア
ー
ル
以

上
で
あ
る
こ
と

・
通
作
距
離
が
適
当
で
、
農
業
に
常
時

従
事
で
き
る
こ
と

・
取
得
農
地
を
含
む
す
べ
て
を
効
率
的

に
利
用
す
る
こ
と

農
地
利
用
の
移
動
方
法
等

　

農
地
の
貸
借
・
売
買
は
、
借
り
手
・

買
い
手
と
、
貸
し
手
・
売
り
手
農
家
の

両
者
が
安
心
し
て
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
農
地
法
及
び
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
貸
借
等
を

推
進
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
簡
単
な
手

続
き
で
行
え
る
「
利
用
権
設
定
」
を
紹

介
し
ま
す
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

「
利
用
権
設
定
」

メ
リ
ッ
ト

・
手
続
が
簡
単
で
、
農
地
法
の
許
可
が

不
要
で
す
。

・
貸
し
た
農
地
は
期
日
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
し

て
も
ら
え
ま
す
。

・
農
業
規
模
の
拡
大
が
簡
単
に
で
き
ま

す
。

・
貸
し
借
り
期
間
中
は
、
安
心
し
て
耕

作
で
き
ま
す
。（
途
中
解
約
に
は
双

方
の
合
意
が
必
要
）

利用権設定の流れ

規模拡大したい
（借り手）

相互の話合い

町に申請

農業委員会の意見決定後
公告により利用権発生

貸し借りの終期がきたら
町から双方に事前通知

※町が農業経営基盤強化促進法に基づく農地
利用集積円滑化団体になっており、農地の貸
し借りで相手がなかなか見つからないときな
ど、そのあっせん等を行いますので農林水産
課（℡ 82-5626）にご連絡ください。

耕作できない
（貸し手）

―問合せ―
　農業委員会　℡８２－５６２６
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クリーンなまちづくりについて一層意識を高め、住民
参加による環境美化を進めるため「クリーン但馬１０万
人大作戦」が４月１５日に町全域で行われ、燃えるごみ、
空き缶、空きビン、粗大ごみなど合わせて１万８５８０
㎏のごみが回収されました。このうち湯地区では、川沿
いの清掃に早朝から住民が参加し、より美しい景観にな
りました。回収されたごみは、地域の建設業者の皆さん
に協力をいただきクリーンセンターに運搬されました。
町民の皆さん、ご協力ありがとうございました。

地域の安心と安全を守る消防団出初式 

但馬牧場公園 春の装いフェア
　県立但馬牧場公園で４月１５日、春季オープニングイ
ベント「春の装いフェア」が開催されました。但馬牛の
試食やウサギレース、ストラックアウトが行われ、当日
は多くの家族連れが訪れましました。
　ウサギレースは、５匹が出走して１着を当てるゲーム
で、参加した子どもたちは「１番行け！」「２番がんば
れ！」と予想したウサギに声援を送っていました。なか
なか前に進まないウサギがゴールするたびに参加者は歓
声をあげていました。

　４月１５日、千谷の秋葉神社で春の例祭が行われ、町
の無形民俗文化財の千谷麒麟獅子舞が奉納されました。
江戸時代末期に千谷地区で大火事があったため、秋葉神
社を火の神として祭り、麒麟獅子を奉納したと伝えられ
ています。赤い棒を持った猩

しょう

々
じょう

が麒麟獅子を先導して、
各戸を練り歩き、笛と太鼓、鐘の音に合わせて勇壮に舞
を披露しました。舞は、同地区の千栄会のメンバーが行っ
ており、地域の子どもたちもおそろいの法被姿で榊

さかき

を揺
らし、地域住民の無病息災、五穀豊穣を祈りました。　

千谷麒麟獅子舞

H24（2012）.5.10

広報しんおんせん（５月号）

クリーン但馬１０万人大作戦

　新温泉町消防団出初式が４月８日、健康公園すこやか
ドームで開催され、西岡安雄団長以下４８１名の団員が
参加し、防火・防災活動への決意を新たにしました。
　式典で西岡団長は、「複雑多様化する災害に対応する
ため訓練を重ね、住民の負託に応える必要がある。」と
訓示されました。各種表彰や閲団が行われた後、町内パ
レード、井土河川敷での一斉放水が行われました。一斉
放水は、春の晴天の中行われ、団員は無災害を祈り、水
柱が上がる筒先を力強く握りしめていました。
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ハマダイコンの花

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（５月号）

新たな出会い 高齢者大学開講式

　浜坂海岸近くの砂浜や河原に、今年もハマダイコンがたくさんの花を咲
かせています。ハマダイコンは海岸近くの砂浜など、波しぶきを受ける場
所にも自生しており、毎年４月～６月頃に薄紫色の花をつけ、見る人を楽
しませてくれます。

　４月２７日、上山高原山頂付近の町道の除雪作業が行
われました。日当たりのよい場所はすっかり春の様子で
すが、日陰になる場所には多くの雪が残っており、高原
に訪れるには毎年、除雪作業が必要となっています。今
年は、豪雪の影響で残雪が多く、除雪車は２㍍を優に超
える壁を作りながら作業を進めました。
　翌２８日には、ＮＰＯ法人上山高原エコミュージアム
による「春山開き」が行われ、春の風物詩となっている
火入れ作業が行われました。この作業は、かつて上山高

上山高原にいよいよ春到来

原に広がっていた草原の復元と生態系の保全を目的に行
われているもので、今回は地元や神戸などから約４０人
が参加しました。
　同ＮＰＯの田畑修保全部長から山開きの宣言が行わ
れ、火入れ作業に入りました。枯れた草が横たわる草原
にバーナーで火をつけると、バチバチと音をたてながら
一気に燃え広がりました。参加者は、火が必要以上に燃
え広がらないよう、飛び火対策の杉の枝で火をはたき、
細心の注意を払いながら作業が進められました。
　５月にはブナの植樹などを行う「春のエコフェスタ」
が予定されています。

　４月に町立高齢者大学の平成２４年度開講式が行われ
ました。１８日には夢ホールで「とちのみ学園」、１９
日には浜坂多目的集会施設で「宇都野学園」が開講しま
した。本年新たに、とちのみ学園には１５名、宇都野学
園には１１名が入園し、両学園合わせて、総勢３６３名
が学園生活をスタートさせました。
　高齢者大学は、町内在住の６０歳以上の方を対象に、
学習の場を提供し、生きがいのある生活を営み、豊かな
情操を培うことを目的に毎年開講しています。教養講座
と園芸や書道などの専門講座のほか、遠足や１泊２日の
修学旅行、運動会、学園祭などが計画されています。
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▼
内
容　

端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
武

将
絵
な
ど
の
和
凧
37
点
を
展
示

▼
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

以
命
亭

　

℡
82
‐
４
４
９
０

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

　

巨
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
、
地
元
但
馬

の
特
産
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
な
ど
催
し

が
い
っ
ぱ
い
の
但
馬
ド
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
内
容

　

・
巨
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

　
　
（
約
20
組
の
出
演
者
を
予
定
）

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.5.10

ご
案
内

広報しんおんせん（５月号）

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

５
月
18
日
（
金
）

　

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

㈱
た
じ
み
や

　

・
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　

浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合
本
所

　

・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
子
ど
も
を
対
象
）

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

・
食
べ
歩
き
コ
ー
ナ
ー
（
軽
食
の
ほ

　
　

か
、
但
馬
牛
な
ど
の
販
売
や
地
元

　
　

野
菜
の
直
売
）

　

・
全
但
バ
ス
（
株
）
コ
ー
ナ
ー

　

・
全
日
本
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
公
式

　
　

選
手
権
（
愛
犬
と
飼
い
主
の
息
の

　
　

合
っ
た
プ
レ
ー
な
ど
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

浜
坂
先
人
記
念
館
ミ
ニ
企
画
展　

                  

「
松
岡
清
幸 

端
午
の
節
句 

和
凧
展
」

　

町
内
で
昔
を
思
い
出
し
て
「
和
凧
」

の
作
品
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
松
岡
清

幸
さ
ん
（
浜
坂
）
の
作
品
を
昨
年
に
引

続
き
ミ
ニ
企
画
展
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き　

６
月
６
日
（
水
）
ま
で

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
ラ
ス

　八田コミュニティセンター

玉川兄弟写真展

　今回で１５回目となる、鐘尾出身で神戸市在住
の玉川博教さん、正さん兄弟の写真展を開催して
います。但馬をはじめ全国の風景など選りすぐり
の作品約４０点を展示しています。
◆と　き　５月２０日（日）まで

　　　　　午前９時～午後４時３０分

　　　　　（最終日は午後４時まで）

　　　　　※毎週月曜日休館（祝日の場合は翌日）

◆ところ　八田コミュニティセンター

◆入場料　無料

◆問合せ　八田コミュニティセンター

　　　　　℡９３－０８８８
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「新温泉町定住促進住宅取得
　　　　助成金制度」説明会
　平成 24 年 4 月から「新温泉町定住促進
住宅取得助成金制度」が拡充されました。
その内容などについて、施工業者の皆さん
を対象に説明会を開催します。

◆と　き　5 月 18 日（金）
　　　　　午後 1 時 30 分～
◆ところ　浜坂多目的集会施設　会議室
　　　　　（役場本庁舎横）
◆内　容　制度の概要と改正点の説明など
◆対　象　住宅関連施工業者

―問合せ―
商工観光課　商工振興係

℡ 82 ‐ ５６２５

家
庭
用
品
修
理
会

　

愛
着
の
あ
る
家
庭
用
品
は
捨
て
ず
に

長
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
受
取
り　

５
月
30
日
（
水
）　

　

午
前
９
時
～
10
時

▼
仕
上
が
り　

５
月
31
日
（
木
）

　

午
後
３
時
～
５
時

　

※
仕
上
が
り
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

役
場
正
面
玄
前

▼
料
金　

包
丁
類　
　

３
５
０
円
～

　
　
　
　

は
さ
み
類　

２
５
０
円
～

　
　
　
　

洋
が
さ　
　

２
５
０
円
～

▼
問
合
せ　

　

浜
坂
地
域
く
ら
し
の
会
事
務
局

　
　
　
（
町
民
課　

環
境
防
災
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
１

▼
対
象

　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
69
歳
の
方

　

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
の
間

　
　

に
献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

▼
そ
の
他

　

・
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

　
　

く
だ
さ
い
。

　

・
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分

　
　

証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

広報しんおんせん（５月号）

H24（2012）.5.10

　

特
産
品
の
消
費
拡
大
と
地
域
資
源
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
町
内
の
食
材
を
使
用
し
た

新
商
品
の
開
発
を
行
う
団
体
に
町
が
開

発
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
新
温
泉

町
地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
助
成
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
の
団
体
が
、
単
独
又

は
連
携
し
て
行
う
も
の

　

①
中
小
企
業
（
町
内
に
事
業
所
又
は

　

加
工
場
が
あ
る
こ
と
）

　

②
協
同
組
合

　

③
生
産
者
団
体
（
生
産
者
を
含
め
て

　

５
名
以
上
の
団
体
）

　

④
食
品
加
工
団
体
（
規
約
等
を
有
す

　

る
こ
と
）

▼
補
助
対
象
経
費　

　

新
商
品
の
開
発
又
は
既
存
商
品
の
改

良
に
か
か
る
経
費
の
う
ち
次
の
も
の

　

①
専
門
家
へ
の
講
師
謝
金

　

②
交
通
費

　

③
原
材
料
費

　

④
機
械
設
備
費（
一
定
の
制
約
あ
り
）

⑤
使
用
料
（
機
械
リ
ー
ス
な
ど
）

　

⑥
委
託
料　

　

⑦
広
告
宣
伝
費
（
包
装
費
を
含
む
）

⑧
事
務
雑
費

　

※
他
の
補
助
制
度
に
よ
り
実
施
す
る

事
業
は
、
本
補
助
金
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
の
額
（
補
助
率
）

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

▼
補
助
金
上
限
額

　

①
商
品
開
発
型
事
業　

50
万
円

　
　
（
開
発
又
は
改
良
を
行
う
事
業
）

　

②
新
規
起
業
型
事
業　

100
万
円

　
　
（
①
の
う
ち
、
新
規
に
事
業
開
始

　
　

を
行
う
も
の
）

▼
申
請
手
続

　

①
事
業
着
手
前
に
町
補
助
金
申
請
書

　
　

を
提
出
（
添
付
書
類
：
実
施
計
画

書
、
委
託
契
約
書
、
見
積
書
写
し
、

構
成
員
名
簿
、
団
体
規
約
、
町
税

納
税
証
明
書
）

　

②
事
業
完
了
時
に
町
補
助
金
実
績
報

　
　

告
書
を
提
出
（
添
付
書
類
：
事
業

　
　

報
告
書
、
補
助
金
請
求
書
）

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
5
６
２
５

地
元
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
商
品
の
開
発
費
を
助
成
し
ま
す
！　

　
「
新
温
泉
町
地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金
」
を
創
設
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広報しんおんせん（５月号）

H24（2012）.5.10

　近年、結核が増加傾向にあり、本町でも高齢者の発症がみられます。早期発見・早期治療のため、年に一
度は検診を受けましょう。
　今年は、地区巡回検診を 5 月と総合健診後（6 月、7 月）に行います。ご都合の良い場所で受診してください。
※町ぐるみ健診、職場健診、病院等で肺ガン検診を受けられた方は今回受診する必要はありません。
　◇検診対象者　　20 歳以上の方（職場や病院で検診を受ける方、妊娠中の方は含みません。）
　◇受 診 料　　無料
　◇注 意 事 項　　受診の際には胸・背中にボタンやホック等のないものを着用ください。
　◇結 果 通 知　　４～６週間後に受診者全員にお知らせします。

－問合せ―　健康課　健康推進係（保健福祉センター すこやか～に内）　℡ 99-2940

平成２４年度　地区巡回肺がん・結核検診

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

５月２８日
（月）

１３：００～１３：２５ 居組コミュニティセンター　 居組
１３：３５～１３：４５ 釜屋公会堂 釜屋
１３：５５～１４：１０ 漁協諸寄支所前（諸寄）　

諸寄１４：２０～１４：４０ 野田橋詰（諸寄・奥町）
１４：５０～１５：００ 諸寄郵便局前（吉田町）
１５：１０～１５：２５ 浜坂体育センター（浜坂・宇都野町）　 浜坂
１５：３５～１５：５５ 芦屋ふれあいセンター 芦屋
１６：００～１６：１０ 松本晃様宅前（浜坂・浜岡町）

浜坂１６：２０～１６：３０ ユートピア浜坂（浜坂・中本町）
１６：３５～１６：４５ 勝願寺前（浜坂・門陀町）
１６：５５～１７：０５ 文化会館（浜坂・栄町）

５月２９日
（火）

１３：００～１３：２５ 二日市：浜坂保健センター 二日市
１３：３５～１３：５０ 福富集会所 福富
１４：００～１４：１０ 清富集会所 清富
１４：２０～１４：３０ 指杭公会堂 指杭
１４：３５～１４：４５ 田井高齢者・若者センター 田井
１５：００～１５：１５ 御火浦コミュ二ティセンター 三尾
１５：２５～１５：３５ 赤崎コミュ二ティ消防センター 赤崎
１５：４０～１５：５０ 和田公会堂 和田
１６：０５～１６：１５ 玉田寺　前 七釜
１６：２５～１６：３５ セレモニーもりば　駐車場前 新市
１６：４５～１６：５５ 西村英子様宅　車庫　前 古市
１７：００～１７：１０ 用土公会堂 用土

６月１日
（金）

１３：００～１３：１０ 戸田公会堂 戸田
１３：１５～１３：２５ 町営住宅若松団地 若松町
１３：３５～１３：４５ 北村早悟様宅前 栃谷
１３：５５～１４：０５ 対田生活改善センター 対田
１４：１５～１４：３０ 民俗芸能伝承館 久谷
１４：４０～１４：５０ 高末ふれあいセンター 高末
１４：５５～１５：０５ 正法庵生活改善センター 正法庵
１５：１０～１５：２０ 水田建設（株）駐車場 辺地
１５：３０～１５：４０ 藤尾公会堂 藤尾
１５：５５～１６：１０ 境　集会所 境
１６：１５～１６：２５ 久斗山公会堂 久斗山
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月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

６月５日
（火）

１３：００～１３：１０ 宮脇橋附近 宮脇
１３：２０～１３：３０ 内山公民館 内山
１３：４０～１３：５０ 越坂公民館 越坂
１４：００～１４：１０ 岡田清美様宅横 内山
１４：２０～１４：３０ 海上公民館前 海上
１４：４０～１４：５０ 前地区バス停附近 前
１５：００～１５：１０ 岸田診療所前 田中
１５：１５～１５：２５ 岸田公民館 岸田
１５：３５～１５：４５ 石橋公民館 石橋
１５：５５～１６：２０ 青下消防車庫前 青下
１６：３５～１６：４５ アマゴ養殖場横附近 霧滝

６月２７日
（水）

１４：３０～１４：４０ ナカケー白川店　　前 浜坂１４：４５～１４：５５ 川越大幸様宅駐車場横（浜坂・京口一）
１５：０５～１５：１５ 県営住宅横駐車場 緑町、南町、秋葉台、三谷
１５：２５～１５：３０ 田君集落センター 田君
１５：４０～１５：５０ 後山公民館 後山
１６：００～１６：１０ 今岡金屋公民館 今岡金屋
１６：１５～１６：２５ 井土団地附近 井土１６：３０～１６：４０ 井土公民館

７月１１日
（水）

１４：１０～１４：２０ 歯科診療所 湯
１４：３０～１４：４０ 細田公民館 細田
１４：５０～１５：００ 岡村かね子様宅横 竹田１５：０５～１５：１５ 竹田公民館
１５：２５～１５：３５ 前垣豊様宅附近 あさひヶ丘
１５：４０～１５：５０ 千原公民館前 千原
１６：００～１６：１０ 鐘尾公民館前 鐘尾
1 ６：２０～１６：３０ 浅田憲一様宅横 千谷

７月１２日
（木）

１４：１０～１４：２０ 歌長公民館 歌長
１４：３０～１４：４０ 福井繁和様宅附近 春来１４：５０～１５：００ 旧春来小学校プール下
１５：３０～１５：３５ 高山公民館 高山
１５：５０～１６：００ 数久谷公民館 数久谷
１６：１０～１６：１５ 仁連寺バス停附近 熊谷１６：２０～１６：２５ 熊谷公民館
１６：３５～１６：４５ 伊角公民館 伊角
１６：５５～１７：００ 旧桧尾分校舎上 桧尾

７月１３日
（金）

１４：１５～１４：３０ 照来診療所 桐岡
１４：４０～１４：５０ 多子中バス停附近 多子
１４：５５～１５：１５ 切畑公会堂 切畑
１５：２５～１５：３５ 中井弘平様宅前 丹土
１５：４０～１５：５０ 中辻公民館 中辻
１６：００～１６：１０ 塩山公民館 塩山
１６：２０～１６：２５ 薬　師　堂 飯野１６：３０～１６：４０ 巌山寺附近

＊結核を疑う症状＊

①咳や痰が２週間以上続く時は、結核の検査を受けましょう。
②高齢者の場合は、体重が減った時（入れ歯が合わなくなる・ズボンが
　ゆるくなるなど）も、結核を疑って相談しましょう。



26

I N F O R M A T I O N
H24（2012）.5.10

広報しんおんせん（５月号）

地
域
に
学
ぶ　
　
　
　

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

　

中
学
生
を
応
援
く
だ
さ
い

　

中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
体
験
活

動
週
間
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
中
で
生
徒
た

ち
が
様
々
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、

豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
高
め
た
り
、

自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と

を
支
援
し
、「
生
き
る
力
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
事
業
者
の
方
に
は
、
生
徒

の
指
導
な
ど
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

５
月
28
日
（
月
）
～
６
月
１
日
（
金
）

　

原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
参
加
者　

　

夢
が
丘
中
学
校　

61
名

　

浜
坂
中
学
校　
　

84
名　

計
145
名

▼
と
こ
ろ

　

校
区
内
の
各
事
業
所

▼
連
絡
先　

　

学
校
教
育
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
７

　

夢
が
丘
中
学
校
℡ 

92
‐
１
０
９
０

　

浜
坂
中
学
校　

℡ 

82
‐
１
１
０
４

但
馬
空
港
開
港
18
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

福
島
に
エ
ー
ル
を
！
空
港
の
絆

　

但
馬
空
港
は
、
５
月
18
日
で
開
港
18

周
年
。
空
港
の
活
性
化
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
福
島
県
を
応
援
す
る
た

め
、
福
島
空
港
と
連
携
し
て
福
島
県
の

物
産
販
売
等
も
行
い
ま
す
（
売
上
げ
の

一
部
を
義
援
金
と
し
て
寄
附
し
ま
す
）。

▼
と
き　

５
月
26
日（
土
）～
27
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

▼
内
容

・
施
設
見
学

　
「
滑
走
路
を
歩
こ
う
」　　

１
日

100
名

　
「
豊
岡
市
街
地
一
望
ボ
ル
デ
メ
に
の

　

ぼ
ろ
う
」（
成
人
限
定
）　

１
日
15
名

　

※
い
ず
れ
も
事
前
応
募
抽
選

・
福
島
空
港
物
産
展

・「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
が
や
っ
て
く
る
」

　

両
日
と
も
午
前
11
時
と
午
後
２
時
～

・
空
港
で
働
く
車
の
展
示

・
そ
の
他
ミ
ニ
縁
日
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

な
ど

▼
問
合
せ

　

但
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
１
５
０
７

　

但
馬
空
港
管
理
事
務
所

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
１
５
０
０

▼
申
込
締
切　

５
月
31
日
（
木
）

▼
問
合
せ　
　

　

・
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅　

℡
82
‐
１
０
１
９

　

・
企
画
課　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

組
み
木
基
礎
講
座

　

工
具
の
扱
い
方
や
組
み
木
の
技
術
の

基
本
を
習
得
（
初
心
者
で
も
可
）

▼
と
き　

５
月
19
日
（
土
）、
６
月
２

日
（
土
）、
６
月
16
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
募
集
人
員　

８
名
（
18
歳
以
上
）

▼
参
加
費　

２
千
円
（
３
回
分
）

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅　
　

平
家
一
門
最
期
の
地
「
壇
ノ
浦
」
と    

門
司
港
レ
ト
ロ
の
旅 

参
加
者
募
集

　

特
急
は
ま
か
ぜ
と
新
幹
線
の
ぞ
み
を

利
用
し
た
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅
で
す
。

▼
と
き　

６
月
22
日（
金
）～
23
日（
土
）

▼
内
容　

錦
帯
橋
（
岩
国
市
）、
防
府

天
満
宮
（
防
府
市
）、赤
間
神
宮
（
下

関
市
）、
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
（
北

九
州
市
）
な
ど

　

※
温
泉
総
合
支
所
‐
浜
坂
駅
間
は
、

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

70
名

▼
旅
行
代
金　

大
人
１
人
４
万
３
千
円

第１３回全日本かくれんぼ大会参加者募集

　
湯村温泉街をエリアとしたかくれんぼ大会を開

催します。当日は、全国各地からさまざまなコス

チュームに身を包んだ参加者が町にあふれ、かく

れんぼを楽しむ姿を見ることができます。

◆とき　６月17日（日）

　　　　競技：午前10時 30分～ 11時 50分

◆募集人員・参加費

　・おに　３５０人（町外者限定）

　　　　　大人（中学生以上）　2,000 円

　　　　　小人（中学生未満）　1,000 円

　・隠れ人　２５０人

　　　　　大人（中学生以上）　1,500 円

◆申込方法　温泉総合支所地域振興課から募集要

　　　　　　項を取り寄せて振込

　　　　　　（振込をもって受付）

◆募集期限　５月24日（木）

　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

◆問合せ　温泉総合支所地域振興課内

　　　　　全日本かくれんぼ協会事務局

　　　　　　　　　　　　　℡92-1131



27 広報しんおんせん（５月号）
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試　

験

但
馬
ド
ー
ム
春
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

「
生
き
活
き
健
康
教
室
」
参
加
者
募
集

▼
と
き　

６
月
６
日
（
水
）
か
ら
７
月

25
日
（
水
）
ま
で
の
間
の
毎
週
水
曜

日
（
全
８
回
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
内
容　

太
り
に
く
い
身
体
を
つ
く
る

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素
運
動

に
よ
る
減
量
の
実
践
の
ほ
か
、
自
宅

で
も
可
能
な
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

紹
介

▼
対
象　

減
量
を
目
的
と
す
る
18
歳
以

上
の
方

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

▼
参
加
費　

３
千
円
（
全
８
回
）

▼
受
付
期
間　

６
月
４
日
（
月
）
ま
で

▼
指
導
者　

但
馬
ド
ー
ム
指
導
員

▼
申
込
方
法　

直
接
持
参
、
又
は
電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
込
み

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

　

℻
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
１

　

info@
tajim

adom
e.jp

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

第
37
回
５
０
０
才
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

６
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
男
性
は
45
歳

以
上
、
女
性
は
30
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

６
月
１
日
（
金
）

▼
抽
選
・
監
督
会
議　

　

６
月
６
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

　
　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
者
は
必
ず
出
席
の
こ
と

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡ 

92
‐
１
８
７
０

第
７
回
新
温
泉
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

６
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

新
温
泉
町
在
住
の
方

　
　
　
　
（
学
生
を
除
く
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

５
月
28
日
（
月
）

▼
問
合
せ　

体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

▼
職
種

　

事
務
、
技
術
、
農
業
土
木
、
林
業

▼
受
験
資
格　

・
平
成
24
年
４
月
1
日
に
お
い
て
高
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
方

・
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
又
は
中

等
教
育
学
校
卒
見
の
方

・
人
事
院
が
前
記
に
準
ず
る
と
認
め
る

方
▼
受
験
案
内　

　

５
月
14
日
（
月
）
か
ら
配
布

▼
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

６
月
26
日
（
火
）
～
７
月
5
日
（
木
）

・
郵
送
又
は
持
参

　

７
月
２
日
（
月
）
～
７
月
10
日
（
火
）

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
９
日
（
日
）

▼
試
験
地　

神
戸
市
ほ
か

▼
問
合
せ　

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
（
試
験
係
）　

　

℡
（
０
６
）
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/kinki/
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５月号
vol.80

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.5.10

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　5月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,479 人 （＋   2）

　男 7,824 人 （＋ 11）

　女 8,655 人 （－      9）

世帯数 5,887 世帯 （ ＋　 6）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

自動車税の納期限は
5月 31日（木）です

　納税はお近くの銀行、農協などの
金融機関、ゆうちょ銀行、郵便局（原
則として近畿２府４県内）、兵庫県指
定のコンビニエンスストア（全国の
店舗）または県税事務所で

― 兵庫県・豊岡県税事務所 ― 


